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WEBからお気軽にご相談、ベストな提案をいつもの店舗から。

ご相談料は不要です
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店 舗 一 覧
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℡ 048-854-1141
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℡ 048-965-2821
℡ 048-965-2821

川口市中青木2-13-21
川口市上青木西5-27-15
川口市鳩ヶ谷本町2-1-3
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本店営業部
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℡ 048-285-3611
℡ 048-296-2211
℡ 048-995-1121
℡ 048-261-5211
℡ 048-443-1331
℡ 048-864-8111
℡ 048-623-6911
℡ 048-874-3511
℡ 048-645-8551
℡ 048-725-5311
℡ 048-725-5311
℡ 048-254-0121
℡ 048-285-8855
℡ 048-294-8050
℡ 048-981-6622
℡ 048-833-2711
℡ 048-282-6611
℡ 048-298-2011
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さいたま市南区文蔵2-21-4
さいたま市西区指扇領別所382-2
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さいたま市大宮区上小町803-1
上尾市向山2-1-4
上尾市向山2-1-4(上尾支店内)
川口市栄町1-12-21-101
川口市榛松1-16-8
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吉川市高富1-14-17
さいたま市浦和区木崎2-31-27
川口市神戸787-1
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2023 年 10月～12月期
2024年  1 月～  3 月期

〈実　績〉
〈見通し〉

景況レポート
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※ご相談の内容によっては、ご希望に添えない場合もございます。
あらかじめご了承ください。

エントリーフォームに相談内容を記入して、
担当店舗から連絡が来るのを待つだけなので
気軽に、簡単に、相談できます！

～相談から回答までの流れ～

②相談受付連絡
（2営業日以内）
②相談受付連絡
（2営業日以内）

連携連携

連携連携

各営業店

外部支援機関
外部専門家

地域新興部
「あおしん経営支援デスク」

ご相談者様ご相談者様

ご相談はこちらから

経営支援
デスク

　様々な経営上の課題を抱えるお客様に、青木信用金庫がアドバイ
スやサポートをいたします。
　より専門的なご相談については、地域の公的機関や専門家と連
携し、一歩踏み込んだご支援もいたします。ぜひ当金庫ホーム
ページまたは下のQRコードよりご相談ください。

①相談①相談

③情報の
共有連携
③情報の
共有連携

④回答・
経営支援
④回答・
経営支援

～「ありがとう」を よろこびに～
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景気動向調査にご協力いただいている企業様をご紹介いたします

■協力企業様紹介
■ 景気観測
■ 特別調査
　「2024 年（令和 6年）の経営見通し」
■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策
■ あおしんトピックス
■ 個別判断項目（業種別）
　総合
　鋳造業
　機械製造業
　卸売業
　小売業
　建設業
　不動産業
　サービス業
■ あおしんビジネスクラブのご紹介
■ 産業雇用安定センターのご紹介
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調査目的
調査時期
調査内容

調査方法
調査対象
調査回答企業数

分析方法

お問い合わせ先
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川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
2023年 12月 1日（金）～ 12月 6日（水）
2023年 7月～9月期と比較した2023年 10月～12月期の実績見込み
2023年 10月～12月期と比較した2024年 1月～3月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 308企業、回答企業数 308企業＜回答率（100%）＞
鋳造業 29、機械製造業 39、その他製造業 49、卸売業 29、小売業 41、
建設業 46、不動産業 30、サービス業 45
DI（ディフュージョン・インデックス）方法。「増加」（増加＋やや増加）
と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）と回答した企業割合
を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多いかによって、景
況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  

https://bso10713.bsj.jp/ホームページ

ホームページ

有限会社 相見砲金工場

●所在地
　川口市弥平3-8-11
●電話番号　048-227-5060
●主要品目　電力機器部品純銅
鋳物（導体：端子：ターミナル）

　弊社は昭和26年1月に設立、電力会社向けの導体品（純銅鋳物：導電率80～
95％クリア）と医療機器部品（CT、MRI部品）を得意分野とし、その他青銅鋳物
等広く鋳物を手掛けております。
　全社員一体で時代にマッチした価値ある商品を作り、会社・社員の発展を通し
て社会貢献を行い、経営方針である「技術で誠心誠意努力前進」のもと、日々質
の高い製品をお客様に届けられるよう、これからも社員一丸となって取り組んで
参ります。

●所在地
　川口市元郷1-32-15
●電話番号　048-222-3511
●営業品目　ダクタイル鋳鉄・合金鋳
鉄（ニッケル、クロームモリブデン、チ
タンボロン）・強靭鋳鉄（FC300～
FC350)エレベーター用シーブ、舞台
装置用シーブ・普通鋳鉄（自動車部品、
産業車両、工作機械）・配水鋼管継手
金物・鋳物製品の機械加工・木型製作

　弊社は1924年、“鋳物の街”川口で誕生しました。当初は木型工場として創業、
1938年に鋳物工場を設立し、鋳造業者として川口の地場産業に従事しています。
　「困った時の東洋鋳工 お客様の期待を裏切らない」をモットーに、これまでのおよ
そ100年間、小さなものは重さ50gの自動車部品から大きなものでは1tを超える船
舶用まで大小さまざまな銑鉄鋳物製品を製造し、幅広いお客様の多様なニーズに
誠実に応えてまいりました。多品種少量生産・短納期対応といった比較的対応の難
しいお取引でも、弊社であれば様々なご要望に柔軟に対応することが可能な小回
りの利く会社です。
　集積された技術を糧に、鋳物屋として安心をお届けします。

東洋鋳工 株式会社

▲弊社外観 ▲溶解 ▲注湯

▲弊社代表 松尾充啓 ▲産業用機械部品▲熟練の職人による砂型への注湯作業

鋳造

鋳造

https://toyomatsu.bsj.jp
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AOKI SHINKIN BANK

建設

サービス

景気動向調査にご協力いただいている企業様をご紹介いたします

●所在地
　川口市芝宮根町20-22
●電話番号　048-423-9926
●事業内容　建設塗装全般、戸
建住宅の外壁塗装・屋根塗装
・雨漏り修繕・工場・倉庫・
集合住宅の内装塗装工事、防
水工事

　弊社は、外壁塗装を通して、大切なお客様の住まいと生活を守るために活動を
しております。私たちは塗装に対してこだわりを持ち、最後まで安心して任せてい
ただけるよう努めております。プロペイントでは、弊社代表が職人出身ということ
もあり、他社にはない「技術力」という点にこだわっております。なぜなら、塗装
は同じ塗料・同じ道具・同じ工程で行ったとしても、職人の技術力によって品質
が大きく変わってくるからです。『確かな技術力』でお客様のお住まいをお守りい
たします。地域に密着して技術の向上を常に意識し、皆様に必要とされる企業を
目指していきます。外壁塗装、屋根塗装の際は、是非お気軽にご相談ください。

株式会社 M・P・T

●所在地
　三郷市早稲田2-13-10
●電話番号 　048-959-2880
●営業時間　17：00～25：00
●定休日　　水曜日

　弊社は、埼玉県三郷市早稲田で、お酒にぴったりな串焼きと、美味しい鶏料理を
ご提供している「炭火焼串焼はらはま」を経営しています。 
　「炭火焼串焼はらはま」では、鮮度・産地にこだわった部位を丁寧に串打ちし、備長
炭で焼き上げた格別な美味しさの串焼きをご提供します。厳選した旬の味覚、串物
だけでなく、日替わりおすすめや当店オリジナルの創作料理もご用意しております。
　笑顔と元気をモットーにあたたかいお店を目指しています。お仲間と、ご家族と、
おひとりさまでも気軽に立ち寄れるアットホームな空間です！焼き鳥を食べるなら
是非「炭火焼串焼はらはま」までお越しください！

▲弊社ショールーム ▲ショールーム内

▲弊社スタッフ

株式会社 鈴木海苔店

株式会社 和菓子司あたらし

●所在地
　さいたま市大宮区上小町
   1031
●電話番号　048-642-5817
●営業時間　9：00～18：00
●定休日　　月曜日

　当店は昭和 28 年、初代が卸売からスタートした和菓子店です。
　その後、工場併設の店舗をオープン。「できたて・つくりたて」のお菓子を
気軽にお買い求めいただける店舗となりました。
　商品ラインナップは、おだんごや大福の他、季節ごとの和菓子が揃い、常時
40 種類前後が店頭に並びます。
　今後も信頼のおける上質なお菓子をお届けし、地元で愛される存在を目指し
てまいります。

https://pro-paint.jp/ホームページ

https://www.harahama.co.jpホームページ

株式会社 ヒカリテック

●所在地
　川口市安行215-32
●電話番号　048-295-0378
●取扱商品　海苔・お茶

　弊社は昭和 58 年創業の海苔、銘茶の製造・卸し会社です。
　小規模の二次問屋ですが、優秀な仕入れ業者と外注先との強固な信頼関係
を構築し、日本全国から良質な原料を最高の状態に仕上げ、当社でパック詰め
しております。
　おかげさまで創業以来のベストセラー「やぶきた茶 100g」、「特選高級焼の
り」は、ファンのお客様も多く絶賛の声を多数頂いております。
　小規模ならではの小回りの良さと機動力を生かし、卸し先に合わせた商品を
オンデマンドでお届けできるように心掛けております。
　ぜひお気軽にご相談ください。

▲弊社外観 ▲社内の作業所 ▲ベストセラー商品

▲店内 ▲豊富なお酒▲こだわりの串焼き▲店舗外観 ▲看板商品の「おだんご」 ▲人気の「むさしの道中」▲店舗内観

卸売

http://wagashiji-atarashi.jp/ホームページ

小売
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建設

サービス

景気動向調査にご協力いただいている企業様をご紹介いたします

●所在地
　川口市芝宮根町20-22
●電話番号　048-423-9926
●事業内容　建設塗装全般、戸
建住宅の外壁塗装・屋根塗装
・雨漏り修繕・工場・倉庫・
集合住宅の内装塗装工事、防
水工事

　弊社は、外壁塗装を通して、大切なお客様の住まいと生活を守るために活動を
しております。私たちは塗装に対してこだわりを持ち、最後まで安心して任せてい
ただけるよう努めております。プロペイントでは、弊社代表が職人出身ということ
もあり、他社にはない「技術力」という点にこだわっております。なぜなら、塗装
は同じ塗料・同じ道具・同じ工程で行ったとしても、職人の技術力によって品質
が大きく変わってくるからです。『確かな技術力』でお客様のお住まいをお守りい
たします。地域に密着して技術の向上を常に意識し、皆様に必要とされる企業を
目指していきます。外壁塗装、屋根塗装の際は、是非お気軽にご相談ください。

株式会社 M・P・T

●所在地
　三郷市早稲田2-13-10
●電話番号 　048-959-2880
●営業時間　17：00～25：00
●定休日　　水曜日

　弊社は、埼玉県三郷市早稲田で、お酒にぴったりな串焼きと、美味しい鶏料理を
ご提供している「炭火焼串焼はらはま」を経営しています。 
　「炭火焼串焼はらはま」では、鮮度・産地にこだわった部位を丁寧に串打ちし、備長
炭で焼き上げた格別な美味しさの串焼きをご提供します。厳選した旬の味覚、串物
だけでなく、日替わりおすすめや当店オリジナルの創作料理もご用意しております。
　笑顔と元気をモットーにあたたかいお店を目指しています。お仲間と、ご家族と、
おひとりさまでも気軽に立ち寄れるアットホームな空間です！焼き鳥を食べるなら
是非「炭火焼串焼はらはま」までお越しください！

▲弊社ショールーム ▲ショールーム内

▲弊社スタッフ

株式会社 鈴木海苔店

株式会社 和菓子司あたらし

●所在地
　さいたま市大宮区上小町
   1031
●電話番号　048-642-5817
●営業時間　9：00～18：00
●定休日　　月曜日

　当店は昭和 28 年、初代が卸売からスタートした和菓子店です。
　その後、工場併設の店舗をオープン。「できたて・つくりたて」のお菓子を
気軽にお買い求めいただける店舗となりました。
　商品ラインナップは、おだんごや大福の他、季節ごとの和菓子が揃い、常時
40 種類前後が店頭に並びます。
　今後も信頼のおける上質なお菓子をお届けし、地元で愛される存在を目指し
てまいります。

https://pro-paint.jp/ホームページ

https://www.harahama.co.jpホームページ

株式会社 ヒカリテック

●所在地
　川口市安行215-32
●電話番号　048-295-0378
●取扱商品　海苔・お茶

　弊社は昭和 58 年創業の海苔、銘茶の製造・卸し会社です。
　小規模の二次問屋ですが、優秀な仕入れ業者と外注先との強固な信頼関係
を構築し、日本全国から良質な原料を最高の状態に仕上げ、当社でパック詰め
しております。
　おかげさまで創業以来のベストセラー「やぶきた茶 100g」、「特選高級焼の
り」は、ファンのお客様も多く絶賛の声を多数頂いております。
　小規模ならではの小回りの良さと機動力を生かし、卸し先に合わせた商品を
オンデマンドでお届けできるように心掛けております。
　ぜひお気軽にご相談ください。

▲弊社外観 ▲社内の作業所 ▲ベストセラー商品

▲店内 ▲豊富なお酒▲こだわりの串焼き▲店舗外観 ▲看板商品の「おだんご」 ▲人気の「むさしの道中」▲店舗内観

卸売

http://wagashiji-atarashi.jp/ホームページ
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景気観測

《略歴》
富山県出身、県立富山東高等学校卒業、法政大学社会学部卒業。1991年（株）
帝国データバンク入社、調査第1部配属。1999年本社情報部配属、2008年大宮
支店情報部配属、現在に至る。

株式会社帝国データバンク
大宮支店 情報部　記者

長森 浩史（ナガモリ ヒロシ）

　2023年を振り返ると、新型コロナウイルスの感染症法上の位置付
けが5類に移行し、行動制限が撤廃され、本格的なポストコロナ時代
が到来した。人出の増加とともにレジャー需要やインバウンド需要は
国内消費をけん引するかたちで景気回復を後押し、半導体不足の緩
和にともなう自動車生産の復調は国内景気を下支えした。他方、原材
料価格や生活必需品の高止まり、慢性的な人手不足などは景気を下
押しする要因だった。加えて、実質賃金が19カ月連続で前年比マイナ
スになるなど、依然として消費環境に厳しさがみられている。
　帝国データバンク大宮支店は、2024年の景気見通しに対する企
業の見解について調査を実施した。本調査は、TDB景気動向調査
2023年11月調査とともに行った。
※調査期間は2023年11月16日～30日、調査対象は埼玉県企業1032社で、有効回答
企業数は423社（回答率41.0％）。

1．2024年の景気見通し、「回復局面」は前年比微減、「悪化局面」は3.1ポイント減と横
ばいに

　2024年の景気見通しについて尋ねたところ、「回復局面」になると見込む企業は前年2023年の景気見通し
（2022年11月調査）から0.8ポイント減の10.4％に。「悪化局面」になると見込む企業も22.7％となり前回から
3.1ポイント減少した。他方、「踊り場局面」になると見込む企業は45.4％と同3.2ポイント増加、全体として概ね
横ばいの見通しとなった。

2．2024年の景気への懸念材料、「原油・素材価格（の上昇）がトップ。「人手不足」も急増
　2024年の景気に悪影響を及ぼす懸念材料を尋ねたところ、「原油・素材価格（の上昇）」が58.4％（前年比
15.8ポイント減）で最も高かった（複数回答3つまで、
以下同）。ただし2023年の後半に入ってから大幅な価
格変動がみられなかったことなどもあり、前年から大き
く減少した。
　次いで「人手不足」（42.1％、同15.8ポイント増）、
「為替（円安）」（37.1％、同4.7ポイント減）、「物価上昇
（インフレ）」（24.3％、同7.4ポイント減）が続いた。「人
手不足」は前年から急増しランクを2つ上げた。
　このほか、運送業や建設業などにおいて、猶予されてい
た時間外労働時間の上限規制が適用されることから生
じる諸問題を懸念し「2024年問題」（18.4％、-）が上位
に並んだ。なお、コロナ禍で上位を占めていた「感染症に
よる影響の拡大」（1.7％）は前年の6位から今回はランク
外となった。

3.景気回復に必要な政策、「人手不足の解消」が大幅増加でトップ
　今後、景気が回復するために必要な政策を尋ねたとこ
ろ、「人手不足の解消」が前年から大幅に増加し41.4％
（前年比14.7ポイント増）でトップとなった（複数回答、
以下同）。以下、「個人向け減税」（33.3％）、補助金・給
付金などの「中小企業向け支援策の拡充」(32.6％)、「個
人消費の拡大策」（32.2％）などが3割台で続いた。
　前年トップだった「原材料不足や価格高騰への対策」
（30.5％）は5位にランクを下げ、今回は「人手不足」に
対する政策が最も重視される結果となった。なお、コロ
ナ禍で上位を占めていた「感染症の収束」（6.1％）は前
年の3位からランク外に順位を下げた。

まとめ
　本調査の結果、2024年の景気は「回復」局面と見込む企業が前回調査より0.8ポイント減少、「悪化」を見込む
企業も同3.1ポイント減少。一方、「踊り場」と見込む企業が3.2ポイント増加したことで、総じて景気は横ばい傾向
で推移するとの見通しとなった。
　景気への懸念材料では、「原油・素材価格（の上昇）」（58.4％）が前年同様トップとなった。前年4位だった「人手
不足」（42.1％）が急増し2位にランクを上げた。
　必要な政策では「人手不足の解消」（41.4％）が前年6位から今回はトップ。前年トップだった「原材料不足や価格
高騰への対策」（30.5％）は5位にランクを下げた。
　2024年も2023年と同様、原油や原材料価格の高止まりや地政学的リスク、海外経済の動向などが企業活動を
行う上でリスクとして続いていくとみられるが、今回大きく注目されたのが「人手不足」。2024年問題と合わせて人
手不足が切り離すことのできない課題として顕在化しており、その緩和、解消に向けた政策が早急に求められる。

2024年の景気見通しに対する
埼玉県企業の意識調査

2024年の景気、「回復」微減、「悪化」減少、概ね横ばい
～景気の懸念材料、必要な政策とも「人手不足」が急増～

2024年の景気見通し

回復局面
10.4％

踊り場局面
45.4％悪化局面

22.7％

分からない
21.5％

景気見通しの推移

注：母数は、有効回答企業423社

2020年見通し
（2019年11月調査）

2021年見通し
（2020年11月調査）

2022年見通し
（2021年11月調査）

2023年見通し
（2022年11月調査）

2024年見通し
（2023年11月調査）

注1：矢印は2022年11月調査より5ポイント以上増加、または減少していることを示す
注2：カッコ内は2022年11月調査時の順位
注3：2023年11月調査の母数は有効回答企業423社。2022年11月調査は445社

2024年の懸念材料
（上位10項目、3つまでの複数回答）

今後の景気回復に必要な政策
（上位10項目、複数回答）

注1：矢印は2022年11月調査より5ポイント以上増加、または減少していることを示す
注2：カッコ内は2022年11月調査時の順位
注3：2023年11月調査の母数は有効回答企業423社。2022年11月調査は445社

回復局面 踊り場局面 悪化局面 分からない
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《略歴》
富山県出身、県立富山東高等学校卒業、法政大学社会学部卒業。1991年（株）
帝国データバンク入社、調査第1部配属。1999年本社情報部配属、2008年大宮
支店情報部配属、現在に至る。

株式会社帝国データバンク
大宮支店 情報部　記者

長森 浩史（ナガモリ ヒロシ）

　2023年を振り返ると、新型コロナウイルスの感染症法上の位置付
けが5類に移行し、行動制限が撤廃され、本格的なポストコロナ時代
が到来した。人出の増加とともにレジャー需要やインバウンド需要は
国内消費をけん引するかたちで景気回復を後押し、半導体不足の緩
和にともなう自動車生産の復調は国内景気を下支えした。他方、原材
料価格や生活必需品の高止まり、慢性的な人手不足などは景気を下
押しする要因だった。加えて、実質賃金が19カ月連続で前年比マイナ
スになるなど、依然として消費環境に厳しさがみられている。
　帝国データバンク大宮支店は、2024年の景気見通しに対する企
業の見解について調査を実施した。本調査は、TDB景気動向調査
2023年11月調査とともに行った。
※調査期間は2023年11月16日～30日、調査対象は埼玉県企業1032社で、有効回答
企業数は423社（回答率41.0％）。

1．2024年の景気見通し、「回復局面」は前年比微減、「悪化局面」は3.1ポイント減と横
ばいに

　2024年の景気見通しについて尋ねたところ、「回復局面」になると見込む企業は前年2023年の景気見通し
（2022年11月調査）から0.8ポイント減の10.4％に。「悪化局面」になると見込む企業も22.7％となり前回から
3.1ポイント減少した。他方、「踊り場局面」になると見込む企業は45.4％と同3.2ポイント増加、全体として概ね
横ばいの見通しとなった。

2．2024年の景気への懸念材料、「原油・素材価格（の上昇）がトップ。「人手不足」も急増
　2024年の景気に悪影響を及ぼす懸念材料を尋ねたところ、「原油・素材価格（の上昇）」が58.4％（前年比
15.8ポイント減）で最も高かった（複数回答3つまで、
以下同）。ただし2023年の後半に入ってから大幅な価
格変動がみられなかったことなどもあり、前年から大き
く減少した。
　次いで「人手不足」（42.1％、同15.8ポイント増）、
「為替（円安）」（37.1％、同4.7ポイント減）、「物価上昇
（インフレ）」（24.3％、同7.4ポイント減）が続いた。「人
手不足」は前年から急増しランクを2つ上げた。
　このほか、運送業や建設業などにおいて、猶予されてい
た時間外労働時間の上限規制が適用されることから生
じる諸問題を懸念し「2024年問題」（18.4％、-）が上位
に並んだ。なお、コロナ禍で上位を占めていた「感染症に
よる影響の拡大」（1.7％）は前年の6位から今回はランク
外となった。

3.景気回復に必要な政策、「人手不足の解消」が大幅増加でトップ
　今後、景気が回復するために必要な政策を尋ねたとこ
ろ、「人手不足の解消」が前年から大幅に増加し41.4％
（前年比14.7ポイント増）でトップとなった（複数回答、
以下同）。以下、「個人向け減税」（33.3％）、補助金・給
付金などの「中小企業向け支援策の拡充」(32.6％)、「個
人消費の拡大策」（32.2％）などが3割台で続いた。
　前年トップだった「原材料不足や価格高騰への対策」
（30.5％）は5位にランクを下げ、今回は「人手不足」に
対する政策が最も重視される結果となった。なお、コロ
ナ禍で上位を占めていた「感染症の収束」（6.1％）は前
年の3位からランク外に順位を下げた。

まとめ
　本調査の結果、2024年の景気は「回復」局面と見込む企業が前回調査より0.8ポイント減少、「悪化」を見込む
企業も同3.1ポイント減少。一方、「踊り場」と見込む企業が3.2ポイント増加したことで、総じて景気は横ばい傾向
で推移するとの見通しとなった。
　景気への懸念材料では、「原油・素材価格（の上昇）」（58.4％）が前年同様トップとなった。前年4位だった「人手
不足」（42.1％）が急増し2位にランクを上げた。
　必要な政策では「人手不足の解消」（41.4％）が前年6位から今回はトップ。前年トップだった「原材料不足や価格
高騰への対策」（30.5％）は5位にランクを下げた。
　2024年も2023年と同様、原油や原材料価格の高止まりや地政学的リスク、海外経済の動向などが企業活動を
行う上でリスクとして続いていくとみられるが、今回大きく注目されたのが「人手不足」。2024年問題と合わせて人
手不足が切り離すことのできない課題として顕在化しており、その緩和、解消に向けた政策が早急に求められる。

2024年の景気見通しに対する
埼玉県企業の意識調査

2024年の景気、「回復」微減、「悪化」減少、概ね横ばい
～景気の懸念材料、必要な政策とも「人手不足」が急増～

2024年の景気見通し

回復局面
10.4％

踊り場局面
45.4％悪化局面

22.7％

分からない
21.5％

景気見通しの推移

注：母数は、有効回答企業423社

2020年見通し
（2019年11月調査）

2021年見通し
（2020年11月調査）

2022年見通し
（2021年11月調査）

2023年見通し
（2022年11月調査）

2024年見通し
（2023年11月調査）

注1：矢印は2022年11月調査より5ポイント以上増加、または減少していることを示す
注2：カッコ内は2022年11月調査時の順位
注3：2023年11月調査の母数は有効回答企業423社。2022年11月調査は445社

2024年の懸念材料
（上位10項目、3つまでの複数回答）

今後の景気回復に必要な政策
（上位10項目、複数回答）

注1：矢印は2022年11月調査より5ポイント以上増加、または減少していることを示す
注2：カッコ内は2022年11月調査時の順位
注3：2023年11月調査の母数は有効回答企業423社。2022年11月調査は445社

回復局面 踊り場局面 悪化局面 分からない
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①大幅な上昇（10％以上）
②緩やかな上昇（10％未満）
③変わらない（一進一退など）

④下落
⑤わからない（自社には関係ないなど）

①30％以上の増加                            
②20～ 29％の増加                              
③10～ 19％の増加
④10％未満の増加

⑤変わらない
⑥10％未満の減少
⑦10～ 19％の減少
⑧20～ 29％の減少
⑨30％以上の減少

①非常に良い
②良い

③やや良い
④普通

⑤やや悪い                                  
⑥悪い

⑦非常に悪い
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･材料費の高騰は落ち着いてきたが、副資材の値上げがある。取引先の目には見えない部分なので、価格
転嫁しづらい。

･最低賃金の引き上げは、扶養内で働くパート従業員の労働時間減少と相関してしまうので、労働可能時
間が減らないような税金の仕組みを考慮して欲しい。

･年末年始のタオル受注がコロナ禍前の水準に戻ってきた。その他の商品も戻りつつあり、売上が順調に
回復している。

･業況は順調に推移しているが、仕入先が減少傾向にあり、在庫の確保が今後の課題となる可能性が
ある。

･コロナの収束に伴い、イベント開催が復活し、スポーツ衣料関連の売上が回復している。但し、大手メー
カーが売掛期間を短縮する傾向にある為、資金繰りが楽になったわけではない。

･今年もメディアに取り上げられる機会が多かったが、売上の増加には中々つながらない。

･材料費の高騰より賃金上昇のほうが価格転嫁は難しく影響が大きい。

･女性目線の営業（家事の導線等）が欠かせないと痛感している。相見積もりでの金額は勝っているのに、
施主の妻の意向で工事を請け負えないことがある。

･西川口駅周辺は不動産の動きが活発で一見景気よく見えるが、購入するのはほとんど外国人であり、景
気がよいとの実感はない。

･家賃滞納者が増加しているとの保証会社からの情報があり、今後を懸念する。

･団体旅行の受注が増えてきたが、インフルエンザやコロナの再流行が水を差さないか気がかりである。

･地元の材料を使用したケールドレッシングを販売したところ、来年度のふるさと納税返礼品に選ば
れた。

･助成金を活用して給与・賞与の賃金アップを行い、インセンティブも設けたところ、社員のモチベー
ション向上につながり、社員の定着がよくなった。

【鋳　　造　　業】

【粘着加工製品製造業】

【刺 繍 加 工 業】

【木 材 卸 売 業】

【スポーツ用品販売業】 

【スーパーマーケット】 

【建　　設　　業】

【リフォーム工事業】

【不 動 産 業】

【不 動 産 仲 介 業】

【旅　　行　　業】

【障碍者就労支援事業】

【訪問介護、看護事業】

特別調査　調査員コメント

特別調査 2024年（令和6年）の経営見通し2024年（令和6年）の経営見通し

問 

1 貴社では、2024 年の日本の景気をどのように見通していますか。次の中から1つ選んでお答えください。

問 

2
貴社では、2024 年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。次の中から1つ選んでお答えく
ださい。

問 

5
近年、販売価格や仕入価格の上昇傾向がみられますが、2024 年を展望したとき、貴社では価格面の動向をどの
ように見通していますか。販売価格については1～ 5から、仕入価格については6～ 0から、それぞれもっとも
当てはまるものを1つずつ選んでお答えください。
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⑥悪い

⑦非常に悪い
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51.9％

37.9％
1.0％
3.0％

⑥大幅な上昇（10％以上）
⑦緩やかな上昇（10％未満）
⑧変わらない（一進一退など）

⑨下落
⓪よくわからない（自社には関係ないなど）

14.6％
54.9％

25.3％
0.3％

4.6％

問 

4 貴社では自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。次の中から1つ選んでお答えください。
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11.7％

21.4％

15.0％

6.8％

7.5％
7.5％

①すでに上向いている
②6か月以内
③1年後
④2年後
⑤3年後
⑥3年超

⑦業況改善の見通しは立たない

0.0％
3.3％

1.3％

16.6％

3.6％

50.6％
24.6％

問 

3
2024年において貴社の売上額の伸び率は、2023年に比べておおよそどのくらいになると見通していますか。
次の中から1つ選んでお答えください。
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「第9期あおしん次世代経営塾（サテライト・ゼミwith青木信用金庫）」を開講しました

あおしんトピックス経営上の問題点と当面の重点経営施策

（%）

経営上の問題点集計結果（全業種）

2023 年 6月 2023年 9 月 2023 年 12 月

売上の停滞・減少

同業者間の競争激化

人手不足

利幅の縮小

人件費の増加

値上げ要請

原材料高 

販売商品の不足

合理化不足

工場店舗の狭小老朽化

取引先の減少
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（%）

当面の重点経営施策（全業種）

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

教育訓練を強化する

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける

0 10 20 30 40 50

　あおしんビジネスクラブでは、企業の次世代を担う若手経営者・後
継者・経営幹部の皆様をご支援することを目的に、「あおしん次世代経
営塾」を毎年度開講しております。
　2023年度は中小企業大学校と連携し、「サテライト・ゼミwith青
木信用金庫」として、10月17日（火）、川口駅前市民ホール「フレンディ
ア」において、受講生19名を迎えて開講いたしました。
　第9期となる今年度は、『「次世代トップリーダー養成講座」～経営戦
略策定編～』をテーマに11月2日（木）まで全3回構成で実施しました。
　研修は人間力経営（株）代表取締役　坂本篤彦氏を講師に迎え、後
継者や経営幹部候補がグループワークを通じて企業における経営戦
略の位置づけとその必要性、経営戦略の策定におけるフレームワーク
活用の仕方を理解しながら、自社の経営戦略立案を目指しました。
　3日間の研修を終えた受講生からは、「トップリーダーとしての自覚
を再確認できた」、「グループワークで改めてコミュニケーションの重
要性を感じた」、「自社のことを理解できていないことに気づいた」など
高い評価が寄せられました。
　また、最終日の終講後には講師、受講生、当金庫役職員を交えた懇親
会を実施し、参加者同士の情報交換や交流を深めることができました。

「川口市市産品フェア2023」が開催されました
　今回で9回目となる「川口市市産品フェア2023」が10月27日（金）～29日（日）の3日間、川口オートレース場において開催
されました。
　「知ろう・使おう・広げよう」をテーマに、市産品の魅力を発信し、販路拡大を図るとともに、地産地消の機運を高め地域経済
の活性化につなげるため、今年は過去最大の150企業・団体（内、当金庫取引先32先）が出展しました。
　また、事業者によるセミナーやものづくり体験教室など多彩な企画が催されました。
　開催期間中は天候に恵まれ、3日
間で2万人を超える来場者があり、
出展者と来場者との交流が図られま
した。
　当金庫も実行委員会構成団体を務
め、市内の他金融機関と交代で27日
（金）に金融機関合同相談窓口におい
て相談業務を実施しました。

「第29回地域貢献セミナー」を開催しました
　あおしんビジネスクラブ主催「第29回地域貢献セミナー」を11月16日（木）に川口駅前市民ホール「フレンディア」におい
て、ビジネスクラブ会員をはじめとする171名のお客様に参加していただき開催いたしました。
　セミナーには、講師に東京箱根間往復大学駅伝競走でおなじみの青山学院大学陸上競技部監督　原晋氏をお招きし、スポ
ーツの現場で培った「人と組織」を強くするノウハウをビジネスの現場でも役立てられるように分かりやすく講演していただき
ました。
　会社員時代の経験談を交えた話には、原氏のプレゼン力の高さも相まって非常に説得力があり、聴講されたお客様からは、
「たいへん勉強になった」「自社に持ち帰って取り組みたい」などの前向きな反響がありました。
　また、メディア出演を通して伺える原氏の明るく気さくな人柄は講演会にも反映され、聴講者を笑顔にするトークにお客様
もたいへん満足されていました。
　あおしんビジネスクラブでは、今
後も時局にあったテーマでセミナー
を開催し、お客様に様々な気づきの
機会を提供してまいります。
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　開催期間中は天候に恵まれ、3日
間で2万人を超える来場者があり、
出展者と来場者との交流が図られま
した。
　当金庫も実行委員会構成団体を務
め、市内の他金融機関と交代で27日
（金）に金融機関合同相談窓口におい
て相談業務を実施しました。

「第29回地域貢献セミナー」を開催しました
　あおしんビジネスクラブ主催「第29回地域貢献セミナー」を11月16日（木）に川口駅前市民ホール「フレンディア」におい
て、ビジネスクラブ会員をはじめとする171名のお客様に参加していただき開催いたしました。
　セミナーには、講師に東京箱根間往復大学駅伝競走でおなじみの青山学院大学陸上競技部監督　原晋氏をお招きし、スポ
ーツの現場で培った「人と組織」を強くするノウハウをビジネスの現場でも役立てられるように分かりやすく講演していただき
ました。
　会社員時代の経験談を交えた話には、原氏のプレゼン力の高さも相まって非常に説得力があり、聴講されたお客様からは、
「たいへん勉強になった」「自社に持ち帰って取り組みたい」などの前向きな反響がありました。
　また、メディア出演を通して伺える原氏の明るく気さくな人柄は講演会にも反映され、聴講者を笑顔にするトークにお客様
もたいへん満足されていました。
　あおしんビジネスクラブでは、今
後も時局にあったテーマでセミナー
を開催し、お客様に様々な気づきの
機会を提供してまいります。
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　全業種の当期（10～12月期）の業況判断DIは9となり、前
期（７～９月期）と比較して2ポイントの改善となった。「売上」
で7ポイント、「収益」で8ポイント、「資金繰り」で3ポイントの
改善、「販売・請負・料金価格」で1ポイント、「原材料・仕入価
格」で2ポイントの下降、「設備」で2ポイントの減少となる。
　来期（１～３月期）は、「資金繰り」で2ポイントの改善、「業

況」で8ポイント、「売上」で14ポイント、「収益」で11ポイント
の悪化、「販売・請負・料金価格」で8ポイント、「原材料・仕入
価格」で13ポイントの下降、「設備」で2ポイントの減少を予
想している。
　全体的には景況感の改善が続いたものの、来期の見通しに
ついては悪化を予想している。
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　鋳造業の当期（10～12月期）の業況判断DIは7となり、前期（７～９月期）と
比較して7ポイントの改善となった。「売上」で54ポイント、「収益」で27ポイント
の改善、「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価格」で2ポイントの下降、「資
金繰り」で4ポイントの悪化、「設備」で14ポイントの減少となる。
　来期（１～３月期）は、「資金繰り」で横ばい、「業況」で14ポイント、「売上」で
31ポイント、「収益」で17ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で20ポイン
ト、「原材料・仕入価格」で13ポイントの下降、「設備」で4ポイントの減少を予想
している。
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期）と比較して18ポイントの悪化となった。「資金繰り」で11ポイントの改善、「原
材料・仕入価格」で横ばい、「売上」で32ポイント、「収益」で13ポイントの悪化、
「販売・請負・料金価格」で3ポイントの下降、「設備」で2ポイントの減少となる。
　来期（1～3月期）は、「売上」で8ポイント、「収益」で10ポイントの改善、「資
金繰り」、「設備」で横ばい、「業況」で5ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で5ポイント、「原材料・仕入価格」で2ポイントの下降を予想している。
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「業況 DI」推移
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AOKI SHINKIN BANK

卸売業
OROSHIURI -GYOU

小
売
業

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

小売業
KOURI-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

卸
売
業

楽 変わらず 苦しい 楽 変わらず 苦しい過剰 適正 不足 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少

　卸売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲21となり、前期（７～９月
期）と比較して7ポイントの悪化となった。「収益」で4ポイントの改善、「販売・請
負・料金価格」で11ポイント、「原材料・仕入価格」で7ポントの上昇、「売上」、
「設備」で横ばい、「資金繰り」で6ポイントの悪化となる。
　来期（１～３月期）は、「資金繰り」で10ポイントの改善、「業況」で3ポイント、
「売上」で7ポイント、「収益」で14ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で
14ポイント、「原材料・仕入価格」で24ポイントの下降、「設備」で3ポイントの
減少を予想している。

「業況 DI」推移

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

業況判断指数

▲21
（▲7）

当 期

▲24
（▲3）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

27
（+12）

当 期

15
（▲12）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　小売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは27となり、前期（７～９月期）
と比較して12ポイントの改善となった。「売上」で13ポイント、「収益」で20ポイ
ントの改善、「原材料・仕入価格」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で5ポイン
トの下降、「資金繰り」で13ポイントの悪化、「設備」で3ポイントの減少となる。
　来期（１～３月期）は、「資金繰り」で5ポイントの改善、「設備」で横ばい、「業
況」で12ポイント、「売上」で40ポイント、「収益」で22ポイントの悪化、「販売・
請負・料金価格」で10ポイント、「原材料・仕入価格」で12ポイントの下降を予
想している。

「業況 DI」推移
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AOKI SHINKIN BANK

卸売業
OROSHIURI -GYOU

小
売
業

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

小売業
KOURI-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

卸
売
業

楽 変わらず 苦しい 楽 変わらず 苦しい過剰 適正 不足 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少

　卸売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲21となり、前期（７～９月
期）と比較して7ポイントの悪化となった。「収益」で4ポイントの改善、「販売・請
負・料金価格」で11ポイント、「原材料・仕入価格」で7ポントの上昇、「売上」、
「設備」で横ばい、「資金繰り」で6ポイントの悪化となる。
　来期（１～３月期）は、「資金繰り」で10ポイントの改善、「業況」で3ポイント、
「売上」で7ポイント、「収益」で14ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で
14ポイント、「原材料・仕入価格」で24ポイントの下降、「設備」で3ポイントの
減少を予想している。

「業況 DI」推移
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

27
（+12）

当 期

15
（▲12）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　小売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは27となり、前期（７～９月期）
と比較して12ポイントの改善となった。「売上」で13ポイント、「収益」で20ポイ
ントの改善、「原材料・仕入価格」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で5ポイン
トの下降、「資金繰り」で13ポイントの悪化、「設備」で3ポイントの減少となる。
　来期（１～３月期）は、「資金繰り」で5ポイントの改善、「設備」で横ばい、「業
況」で12ポイント、「売上」で40ポイント、「収益」で22ポイントの悪化、「販売・
請負・料金価格」で10ポイント、「原材料・仕入価格」で12ポイントの下降を予
想している。

「業況 DI」推移
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61.039.0
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24.4 53.6 22.0
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39.0 43.9 17.1

75.913.8 10.3

86.310.3 3.4

82.8 10.36.9

100.0

96.6 3.4

100.0

44.8 6.948.3

37.9 62.1

48.351.7

48.3 51.7

69.031.0

55.2 44.8

24.1 51.8 24.1

17.2 58.7 24.1

27.6 44.8 27.6

51.817.2 31.0
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AOKI SHINKIN BANK

建設業
KENSETSU-GYOU

不
動
産
業

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

不動産業
FUDOUSAN-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

建
設
業

楽 変わらず 苦しい 楽 変わらず 苦しい過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少増加 変わらず 減少

　建設業の当期（10～12月期）の業況判断DIは20となり、前期（７～９月期）
と比較して9ポイントの改善となった。「売上」で20ポイント、「収益」で11ポイン
ト、「資金繰り」で2ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」、「設備」で横ばい、
「原材料・仕入価格」で5ポイントの下降となる。
　来期（１～３月期）は、「資金繰り」で2ポイントの改善、「設備」で横ばい、「業
況」で3ポイント、「売上」で13ポイント、「収益」で9ポイントの悪化、「販売・請
負・料金価格」で6ポイント、「原材料・仕入価格」で17ポイントの下降を予想し
ている。

「業況 DI」推移
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20
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来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

17
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当 期

17
（0）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　不動産業の当期（10～12月期）の業況判断DIは17となり、前期（７～９月
期）と比較して7ポイントの改善となった。「資金繰り」で3ポイントの改善、「販
売・請負・料金価格」で横ばい、「売上」で16ポイント、「収益」で6ポイントの悪
化、「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降となる。
　来期（１～３月期）は、「売上」で13ポイント、「収益」で10ポイントの改善、
「業況」、「資金繰り」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で16ポイント、「原材料・
仕入価格」で13ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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3.3 93.4

66.733.3

83.316.7

66.733.3

60.040.0

80.020.0

66.733.3

16.7 80.0 3.3

10.0 90.0

6.7 83.3 10.0

83.413.3 3.3

83.316.7

16.7 83.3

10.0 83.3 6.7

6.7 83.3 10.0

3.3

3.3

10.0 86.7 3.3
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AOKI SHINKIN BANK

建設業
KENSETSU-GYOU

不
動
産
業

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

不動産業
FUDOUSAN-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

建
設
業

楽 変わらず 苦しい 楽 変わらず 苦しい過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少増加 変わらず 減少

　建設業の当期（10～12月期）の業況判断DIは20となり、前期（７～９月期）
と比較して9ポイントの改善となった。「売上」で20ポイント、「収益」で11ポイン
ト、「資金繰り」で2ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」、「設備」で横ばい、
「原材料・仕入価格」で5ポイントの下降となる。
　来期（１～３月期）は、「資金繰り」で2ポイントの改善、「設備」で横ばい、「業
況」で3ポイント、「売上」で13ポイント、「収益」で9ポイントの悪化、「販売・請
負・料金価格」で6ポイント、「原材料・仕入価格」で17ポイントの下降を予想し
ている。

「業況 DI」推移
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業況判断指数

20
（+9）

当 期

17
（▲3）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

17
（+7）

当 期

17
（0）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　不動産業の当期（10～12月期）の業況判断DIは17となり、前期（７～９月
期）と比較して7ポイントの改善となった。「資金繰り」で3ポイントの改善、「販
売・請負・料金価格」で横ばい、「売上」で16ポイント、「収益」で6ポイントの悪
化、「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降となる。
　来期（１～３月期）は、「売上」で13ポイント、「収益」で10ポイントの改善、
「業況」、「資金繰り」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で16ポイント、「原材料・
仕入価格」で13ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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前期

来期 来期

前期

来期

前期

来期

前期

来期

前期

来期

前期

来期

前期

来期

前期

来期

前期

来期

前期 前期

来期

前期

来期

来期

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

前期
2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023/62019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/6 2022/12 2023/12 2023/62019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/6 2022/12 2023/12

45.732.6 21.7

82.66.5 10.9

87.0 6.56.5

84.8 8.76.5

97.8

97.8 2.2

97.8 2.2

73.926.1

76.1 2.221.7

65.3 4.330.4

56.5 43.5

65.234.8

52.2 47.8

17.4 67.4 15.2

19.6 69.5 10.9

30.4 60.9 8.7

63.123.9 13.0

65.226.1 8.7

28.3 63.0 8.7

17.4 65.2 17.4

15.2 71.8 13.0

26.1 58.7 15.2

2.2 83.36.7 10.0

93.43.3

3.3 93.4

66.733.3

83.316.7

66.733.3

60.040.0

80.020.0

66.733.3

16.7 80.0 3.3

10.0 90.0

6.7 83.3 10.0

83.413.3 3.3

83.316.7

16.7 83.3

10.0 83.3 6.7

6.7 83.3 10.0

3.3

3.3

10.0 86.7 3.3
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2023/62019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/6 2022/12 2023/12

サービス業
SÂBISU-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

サ
ー
ビ
ス
業

過剰 適正 不足

増加 変わらず 減少

楽 変わらず 苦しい

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少

　サービス業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲2となり、前期（７～９月
期）と比較して7ポイントの改善となった。「売上」で9ポイント、「収益」で7ポイ
ント、「資金繰り」で6ポイント、「設備」で2ポイントの改善となる。「販売・請負・
料金価格」で11ポイント、「原材料・仕入価格」で16ポイントの下降となる。
　来期（１～３月期）は「資金繰り」で9ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」
で5ポイントの上昇、「売上」、「原材料・仕入価格」で横ばい、「業況」で2ポイン
ト、「収益」で7ポイントの悪化、「設備」で4ポイントの減少を予想している。

「業況 DI」推移

－80
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－60

－40

－20

0
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業況判断指数

▲2
（+7）

当 期

▲4
（▲2）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

前期

来期 来期

前期

来期

前期

来期

前期

来期

前期

来期

前期

来期

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

前期
2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

66.7 28.94.4

6.7 77.7 15.6

68.96.7 24.4

88.9 11.1

86.7 13.3

86.72.2 11.1

77.822.2

80.0 2.217.8

84.5 2.213.3

46.7 53.3

68.931.1

31.1 68.9

15.6 66.6 17.8

20.0 66.7 13.3

28.9 48.9 22.2

55.517.8 26.7

51.122.2 26.7

22.2 53.3 24.4

17.8 57.8 24.4

11.1 71.1 17.8

22.2 55.6 22.2

ポイント

1
『出会い』と『学び』をコンセプトに、多種多様な業種・年齢の方々にご参
加いただいております。30年以上の歴史があり、現在は500名を超える
クラブになっております。今年度も地域貢献セミナーや新春経済セミ
ナー、次世代経営塾等の交流イベントを開催いたしました！

TEL.
ご入会希望・詳細を知りたい方は、
青木信用金庫地域振興部までお気軽にお問い合わせください。 048-251-7667

あおしんビジネスクラブのご紹介
あおしんビジネスクラブでは2023年度も多くの会員様にご参加・ご活用いただきました。今回はその中で
も特にご好評いただいているサービスをご紹介します！

経営者の皆様に『出会い』と『学び』を！

ポイント

2

あおしんビジネスクラブの会員様には様々な課題に対するオンライン
セミナーをご用意しております！自宅でも会社でも簡単にご視聴でき
ますので是非ご活用ください！

どこでも視聴可能なオンラインセミナー！

ポイント

3
「HP作りたいけど費用が…」「時間もなく何から初めて良いかわからない…」な
どのお悩みをお持ちの方はまずはあおしんビジネスクラブでお気軽にご相談く
ださい！既にHPをお持ちの方も採用や商品の専門ページを作成することもでき
ますので是非ご活用ください！

ホームページの作成代行を承ります！

その他にも経営をご支援するサービスを多数ご用意しております

□ 経営についてもっと深く学びたい！
□ 有益な情報を効率よく手に入れたい！
□ 自分と似た企業の事例を知りたい！

中小企業特化の
ビジネスマガジン

補助金・入札情報を
タイムリーに配信

会員同士の
ビジネスマッチング

公的文書
無料ダウンロード

全て使えて

円！月々2,640 こんな方に
オススメ!!

補助金 事業承継 人材採用

売上向上 財 務

1918



2023/62019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/6 2022/12 2023/12

サービス業
SÂBISU-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

サ
ー
ビ
ス
業

過剰 適正 不足

増加 変わらず 減少

楽 変わらず 苦しい

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少

　サービス業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲2となり、前期（７～９月
期）と比較して7ポイントの改善となった。「売上」で9ポイント、「収益」で7ポイ
ント、「資金繰り」で6ポイント、「設備」で2ポイントの改善となる。「販売・請負・
料金価格」で11ポイント、「原材料・仕入価格」で16ポイントの下降となる。
　来期（１～３月期）は「資金繰り」で9ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」
で5ポイントの上昇、「売上」、「原材料・仕入価格」で横ばい、「業況」で2ポイン
ト、「収益」で7ポイントの悪化、「設備」で4ポイントの減少を予想している。

「業況 DI」推移
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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当期
2023年10～12月

2024年1～3月

2023年7～9月

当期
2023年10～12月

2024年1～3月

66.7 28.94.4

6.7 77.7 15.6

68.96.7 24.4

88.9 11.1

86.7 13.3

86.72.2 11.1

77.822.2

80.0 2.217.8

84.5 2.213.3

46.7 53.3

68.931.1

31.1 68.9

15.6 66.6 17.8

20.0 66.7 13.3

28.9 48.9 22.2

55.517.8 26.7

51.122.2 26.7

22.2 53.3 24.4

17.8 57.8 24.4

11.1 71.1 17.8

22.2 55.6 22.2

ポイント

1
『出会い』と『学び』をコンセプトに、多種多様な業種・年齢の方々にご参
加いただいております。30年以上の歴史があり、現在は500名を超える
クラブになっております。今年度も地域貢献セミナーや新春経済セミ
ナー、次世代経営塾等の交流イベントを開催いたしました！

TEL.
ご入会希望・詳細を知りたい方は、
青木信用金庫地域振興部までお気軽にお問い合わせください。 048-251-7667

あおしんビジネスクラブのご紹介
あおしんビジネスクラブでは2023年度も多くの会員様にご参加・ご活用いただきました。今回はその中で
も特にご好評いただいているサービスをご紹介します！

経営者の皆様に『出会い』と『学び』を！

ポイント

2

あおしんビジネスクラブの会員様には様々な課題に対するオンライン
セミナーをご用意しております！自宅でも会社でも簡単にご視聴でき
ますので是非ご活用ください！

どこでも視聴可能なオンラインセミナー！

ポイント

3
「HP作りたいけど費用が…」「時間もなく何から初めて良いかわからない…」な
どのお悩みをお持ちの方はまずはあおしんビジネスクラブでお気軽にご相談く
ださい！既にHPをお持ちの方も採用や商品の専門ページを作成することもでき
ますので是非ご活用ください！

ホームページの作成代行を承ります！

その他にも経営をご支援するサービスを多数ご用意しております

□ 経営についてもっと深く学びたい！
□ 有益な情報を効率よく手に入れたい！
□ 自分と似た企業の事例を知りたい！

中小企業特化の
ビジネスマガジン

補助金・入札情報を
タイムリーに配信

会員同士の
ビジネスマッチング

公的文書
無料ダウンロード

全て使えて

円！月々2,640 こんな方に
オススメ!!

補助金 事業承継 人材採用

売上向上 財 務

1918



　産業雇用安定センターは、昭和62年（1987年）
に国及び経済・産業団体の協力により設立された
人材の出向・移籍（再就職）の専門機関です。
　厚生労働省、経済・産業団体等との緊密な連携
の元に、全国ネットワークで　「失業なき労働移動」
の課題に取り組み、設立以来 約 25 万人の就職を
実現している公的機関です。雇用保険を財源とし
ているためサービスは無料です。

産業雇用安定センターは
 「失業なき労働移動」 をめざす、
人材マッチングの専門機関です。

人材を確保したい企業から必要とする経験や技術などの各種条件をお伺いし、ご希望に沿った即戦力の人材を
無料で、ご紹介します。

■サービス概要

■人材を確保したい企業に対するサポート

■人材紹介サービスの流れ

「企業様」から
「あおしん」へ
人材のご相談

担当コンサル
タントによる
企業訪問

求人情報（職務
内容・経験・資格・
各種条件など）
を入手

登録された求職
者の中から貴社
の人材ニーズに
合う方をご紹介

応募、面接日程
調整、結果通知
などの事務作業
を代行

産業雇用安定センターのご紹介
と連携して人材を確保したい企業をサポートいたします

⇒採用担当者様
　のお悩み

2120
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事業承継
M&A

経営改善
事業再生

補助金・
助成金の
活用

海外展開

販路拡大
ビジネスマッチング

創業
新事業展開

WEBからお気軽にご相談、ベストな提案をいつもの店舗から。

ご相談料は不要です

①
②
③
④
⑱
⑲
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
㉛
⑪
⑫
㉗
⑬
⑭
38

店 舗 一 覧
〒332-0032
〒333-0845
〒334-0002
〒332-0021
〒332-0021
〒332-0021
〒333-0851
〒332-0034
〒336-0931
〒332-0003
〒340-0023
〒333-0848
〒333-0848
〒121-0075
〒338-0823
〒338-0823
〒332-0001
〒343-0806
〒343-0806

℡ 048-251-5811
℡ 048-266-6000
℡ 048-281-4003
℡ 048-252-4665
℡ 048-252-4665
℡ 048-252-4665
℡ 048-265-1831
℡ 048-251-0260
℡ 048-882-2051
℡ 048-222-1260
℡ 048-927-1101
℡ 048-267-6543
℡ 048-267-6543
℡ 03-3850-9911
℡ 048-854-1141
℡ 048-854-1141
℡ 048-225-1811
℡ 048-965-2821
℡ 048-965-2821

川口市中青木2-13-21
川口市上青木西5-27-15
川口市鳩ヶ谷本町2-1-3
川口市西川口2-1-20
川口市西川口2-1-20(西川口支店内)
川口市西川口2-1-20(西川口支店内)
川口市芝新町7-5
川口市並木4-1-18
さいたま市緑区原山1-4-4
川口市東領家2-1-1
草加市谷塚町1336-2
川口市芝下3-37-26
川口市芝下3-37-26(芝前川支店内)
足立区一ツ家2-10-15
さいたま市桜区栄和3-13-10
さいたま市桜区栄和3-13-10（埼大通支店内）
川口市朝日2-27-13
越谷市宮本町1-166-3
越谷市宮本町1-166-3(越谷支店内)

本店営業部
北 支 店
鳩ヶ谷支店
西川口支店
戸 田 支 店
飯 仲 支 店
蕨駅前支店
並木町支店
浦 和 支 店
南 平 支 店
谷 塚 支 店
芝前川支店
柳 崎 支 店
足 立 支 店
埼大通支店
新 座 支 店
朝 日 支 店
越 谷 支 店
東越谷支店

〒334-0075
〒333-0802
〒340-0808
〒333-0855
〒335-0001
〒336-0025
〒331-0073
〒336-0926
〒330-0855
〒362-0045
〒362-0045
〒332-0017
〒334-0062
〒333-0815
〒342-0036
〒330-0042
〒333-0832
〒334-0051

℡ 048-285-3611
℡ 048-296-2211
℡ 048-995-1121
℡ 048-261-5211
℡ 048-443-1331
℡ 048-864-8111
℡ 048-623-6911
℡ 048-874-3511
℡ 048-645-8551
℡ 048-725-5311
℡ 048-725-5311
℡ 048-254-0121
℡ 048-285-8855
℡ 048-294-8050
℡ 048-981-6622
℡ 048-833-2711
℡ 048-282-6611
℡ 048-298-2011

川口市江戸袋1-12-1
川口市戸塚東3-3-1
八潮市緑町5-12-7
川口市芝西2-26-24
蕨市北町1-23-15
さいたま市南区文蔵2-21-4
さいたま市西区指扇領別所382-2
さいたま市緑区東浦和7-32-16
さいたま市大宮区上小町803-1
上尾市向山2-1-4
上尾市向山2-1-4(上尾支店内)
川口市栄町1-12-21-101
川口市榛松1-16-8
川口市北原台3-21-28
吉川市高富1-14-17
さいたま市浦和区木崎2-31-27
川口市神戸787-1
川口市安行藤八480-2

江戸袋支店
戸 塚 支 店
八 潮 支 店
芝 支 店
蕨 支 店
南浦和支店
指 扇 支 店
尾間木支店
大 宮 支 店
上 尾 支 店
桶 川 支 店
栄 町 支 店
榛 松 支 店
差 間 支 店
吉 川 支 店
木 崎 支 店
神 根 支 店
安 行 支 店

⑮
⑯
⑰
⑳
㉑
㉒
㉓
㉔
㉕
㉖
35
㉘
㉙
32
33
34
36
37

※ご相談の内容によっては、ご希望に添えない場合もございます。
あらかじめご了承ください。

エントリーフォームに相談内容を記入して、
担当店舗から連絡が来るのを待つだけなので
気軽に、簡単に、相談できます！

～相談から回答までの流れ～

②相談受付連絡
（2営業日以内）
②相談受付連絡
（2営業日以内）

連携連携

連携連携

各営業店

外部支援機関
外部専門家

地域振興部
「あおしん経営支援デスク」

ご相談者様ご相談者様

ご相談はこちらから

経営支援
デスク

　様々な経営上の課題を抱えるお客様に、青木信用金庫がアドバイ
スやサポートをいたします。
　より専門的なご相談については、地域の公的機関や専門家と連
携し、一歩踏み込んだご支援もいたします。ぜひ当金庫ホーム
ページまたは下のQRコードよりご相談ください。

①相談①相談

③情報の
共有連携
③情報の
共有連携

④回答・
経営支援
④回答・
経営支援
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